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家族再発見をテーマに�
８月１日～４日、市内全域でフェスタ開催�

子ども、大人、劇人、誰もがみんな�
ワッペンを身につけ、人形劇でつながります�
どこの会場も素敵な時間が流れていました�

飯田市の人口（8/1現在）■人口＝106,504人（前月比＋101）男51,112人女55,392人  ■世帯＝35,412戸（前月比＋33）�

［特集］�
●地球温暖化防止に取り組む�
�



28℃�

市民バス�

市が取り組む地球温暖化防止策�

飯田市は日照時間も長く、以前から太陽熱温水器
等の普及率も非常に高く（平成 13 年度　27％）
太陽熱・光利用においては、最も適した土地柄です。�
昨年、太陽光発電システムの普及率（1.24％）が
日本一であることなどが認められ、その取り組み
に対し環境大臣賞を受賞しました。�
2010年全戸の 30％の普及を目指し、新たな施策
を検討中です。�

　市内で発生する製材端材は、一部を除き焼却処分
されていますが、今年 12月からの焼却炉構造基準
強化に伴い、焼却処分が困難になります。また、間
伐材は林内に放置されているのが現状です。�
　このことから、木質バイオマス (※ ) のエネルギ
ー利用に期待が高まっています。これは、これまで
の化石燃料に代わり、地域で持続的に生産される（再
生可能）エネルギーとして、森林資源を活用してい
くものであり、普及すれば地球温暖化対策に大きく
貢献するものです。�
　利用方法については、チップ化・
ガス化・ペレット化による発電や熱
利用等が考えられます。特に、利便
性・輸送性・貯蓄性が高く需要先の
確保の比較的容易なペレット化によ
るボイラー及びストーブの熱利用が
有望です。�
　市では、この木質ペレット製造施
設導入事業化可能性調査（ＦＳ調査）
を開始しました。�

○風力・小水力発電の可能性調査�
○燃料電池の有効利用の研究と実用化�
○低公害車の普及�
○森林保護�
○廃食油を利用したバイオディーゼル活用�
○省エネナビの推進�

家庭でできる温暖化対策�
できることから始めよう・・・�

冷房の温度を1℃高く�
暖房の温度を1℃低く�

日本の二酸化炭素排出量は、世界第４位。�
１人当たりの排出量も世界平均の2.4倍です。�
IPCCでは、今ある技術を最大限駆使することによって、世界
で2010 年から2020 年の間に二酸化炭素の排出量を、2000
年の水準以下にすることが可能であると試算しています。�

今取り組めば、�
まだ、間に合います。�

脱化石燃料、新エネルギーの普及に向けて�

○太陽熱・太陽光発電の利用推進� ○木質バイオエネルギーの研究と実用化�

■問合せ　環境保全課　新エネルギー担当　1(22)4511　 内線5246

週2往復8㎞の車の運転を止める�

1日5分間のアイドリングストップ�

主電源を切る�

シャワーを1日1分家族全員が減らす�

風呂の残り湯を使いまわす�

ジャーの保温を止める�

家族で団らん、照明を減らす�

買い物袋を持ち歩く�

1日1時間テレビを控える�

カーテンの利用や着るものの工夫で�
CO2　年間31㎏の削減�

CO2＝二酸化炭素�

待機電力を減らします。　CO2　年間87㎏の削減�

見たい番組だけ見るようにしましょう�
CO2　年間13㎏の削減�

電子レンジで温め直した方が省電力�
CO2　年間31㎏の削減�

家族が別々の部屋だと暖房も照明も余計に必要です�
CO2　年間240㎏の削減�

レジ袋を減らします　CO2　年間58㎏の削減�

駐車や長時間の停車のときエンジンストップ�
CO2　年間39㎏の削減�

洗濯やトイレの水に再利用　CO2　年間17㎏の削減�

バスや鉄道、自転車の利用を　CO2　年間185㎏の削減�

体を洗っているとき流しっぱなしにしない�
CO2　年間65㎏の削減�

昨年度から見直しを行ってきた「21’いいだ環境プラン」の中で、新たな目標値として「平成22
年までに温室効果ガスの総排出量10％削減（平成２年比）」を掲げ、取り組んでいます。�

ペレット…間伐材や製材端材など
を粉砕し、圧力成形した棒状のもの�

※バイオマス…太陽エネルギーを起源とする生物由来の資源�
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℃�過去140年間と�
将来の気温上昇の予測�

地球温暖化防止�に取り組む�
20世紀、急速な産業活動の進展により、人類は物質的に豊かな生

活を獲得し、その一方で地球温暖化を引き起こしました。�

1980年代後半から科学的な解明が急速に進むにつれ、地球温暖化

問題に対する国際的な感心が高まり、1992年各国で対策を行うた

めの条約が作られ、京都議定書が採択されました。�

※ IPCC�
　（気候変動に関する政府間パネル）�
世界気象機関と国連環境計画によっ
て1988年に設立された機関。世界中
から科学者が集まり、自然及び社会
科学的側面から地球温暖化に関する
最新の知見をまとめています。�

警告しています。�

危機は始まっている・・・�危機は始まっている・・・�危機は始まっている・・・�

「地球温暖化」のしくみ�
　地球に届いた太陽光は、地表の反射や熱輻射として最終的に宇宙へ放出

されます。しかし、地球を取り巻く「大気」によって、急な温度変化は和

らげられ、地球平均気温は15℃前後に保たれています。�

　大気に含まれる熱を蓄える効果の高い気体を「温室効果ガス」とよび、

二酸化炭素やメタン、フロンなどがあります。人類の石炭・石油の大量消

費によって二酸化炭素が増え（200年前に比べ30％増）、温室効果が高まり、

地球の平均気温が上昇しているのです。�

最大5.8℃上昇�最大5.8℃上昇�

海面水位の上昇�

多発する�
異常気象�

危険度が増す感染症�

積雪面積10％減少�

7500万～２億人が移住を余儀なくされます。�

減少した�
北極の氷の厚さ�
ここ数十年で晩夏から初秋における�

北極の海氷の厚さが、�

40％減少�40％減少�

20 世紀中に海面は 10～ 20㎝上
昇しました。1990 年～ 2100 年
の間に、海水の熱膨張と氷河な
どの融解により9～ 88㎝上昇す
ると予測。�
世界全体で沿岸域に住む�

マラリアをはじめとした熱帯性の感染症の流行
など、健康が脅かされます。�

北半球の海氷面積は1950年代以降10～15％
減少しました。今後北半球の積雪と海氷面積
は減少し、氷河も後退を続けると予測されます。�

暑い日が多くなり、�
台風の最大風力、降水量が増大。�
洪水や干ばつ、熱波などの頻度や程度が
増大し、その影響も激化が心配されます。�

日本でも温暖化の影響が�
日本でもこの100年間に１℃気温が上昇�
この上昇は、地球平均の0.6℃を上回ります。�
オホーツク流氷の減少、植物開花時期の早
まり、動植物の生息域移動などの兆候が観
測されています。�

日本でも410万人に被害�
海面水位が 1 ｍ上昇すると、東京都より広い
2,339hの土地と410万人が被害を受けます。�

国際的な機関IPCC（※）は、�
　最新の地球温暖化の�
　現状と将来予測、影響などをまとめ、次のように�
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フェスタオープニングフェスタオープニング�フェスタオープニング�

一色神社会場一色神社会場�一色神社会場�

子どもの森公園会場子どもの森公園会場�子どもの森公園会場�

竹佐伊奈神社会場竹佐伊奈神社会場�

中央図書館会場中央図書館会場�

竹佐伊奈神社会場�

中央図書館会場�

ダンスパフォーマンス�

知久町知久町�知久町�
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「
足
の
爪
が
痛
い
」「
爪
の
き

わ
が
膿
ん
で
し
ま
っ
て
」
と
い
っ
て

受
診
さ
れ
る
方
の
大
半
は
、
爪
周

囲
炎
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
爪
周

囲
炎
と
い
う
の
は
爪
の
カ
ド
の
切

り
残
し
や
深
づ
め
な
ど
が
原
因

で
、
爪
と
爪
の
横
の
皮
膚
（
側
爪

郭
）
と
が
ケ
ン
カ
を
し
た
結
果
、

柔
ら
か
い
皮
膚
側
が
負
け
て
炎
症

を
起
こ
す
状
態
で
す
。
小
さ
な

傷
を
と
も
な
う
こ
と
が
多
い
た

め
、
こ
こ
か
ら
細
菌
が
侵
入
す
る

と
感
染
を
起
こ
し
、
膿
が
出
た
り

肉
（
肉
芽
）
が
盛
り
上
が
っ
た
り

し
て
、
歩
け
な
い
ほ
ど
の
痛
み
に

発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

さ
て
、
爪
周
囲
炎
の
原
因
と
し

て
陥
入
爪
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。一

般
的
に
は
「
ま
き
づ
め
」
と
し
て

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
ち
ょ
う
ど
ホ
チ
キ
ス
の
針
の

よ
う
に
爪
の
両
側
が
側
爪
郭
に

食
い
込
ん
で
炎
症
を
繰
り
返
す

状
態
で
す
。
陥
入
爪
の
治
療
は

食
い
込
ん
で
い
る
部
分
の
爪
を
切

る
こ
と
が
第
一で
す
が
、
爪
を
つ
く

る
爪
母
細
胞
が
爪
の
根
本
に
残
っ

て
い
る
と
、
再
び
生
え
て
く
る
爪

が
ま
た
側
爪
郭
に
食
い
込
む
結

果
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
再
発
を

繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
た
め
病
院

で
処
置
し
て
も
ら
っ
て
も
、
再
発

を
繰
返
す
方
に
は
爪
母
細
胞
を

完
全
に
切
除
す
る
根
治
手
術
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
両
足
同
時

に
手
術
を
受
け
る
と
一
時
的
に
歩

け
な
く
な
る
、
切
ら
れ
る
の
は
抵

抗
が
あ
る
、
仕
事
が
休
め
な
い
な

ど
の
理
由
か
ら
手
術
に
踏
み
切

れ
な
い
方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
の
要
望
を
考
え
て
、

最
近
は
フ
ェノ
ー
ル
法
と
い
う
治
療

法
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
と
い
う
薬

液
で
爪
母
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る

方
法
で
、
ほ
と
ん
ど
出
血
も
せ
ず

抜
糸
の
必
要
も
な
い
た
め
、
手
術

に
比
べ
る
と
患
者
さ
ん
の
苦
痛
や

通
院
回
数
も
少
な
く
て
す
み
ま

す
。
す
べ
て
の
陥
入
爪
に
フ
ェ
ノ
ー

ル
法
が
通
用
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
爪
の
痛
み
で
お
困
り

の
方
は
一
度
受
診
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。�

市立病院  形成外科�
阿部直樹  医師�
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　在宅介護支援セン

ターは、在宅で不安

をお持ちの高齢者や

高齢者を介護されて

いるご家族の、介護

に関する総合的な相談窓口です。�

　要介護状態にならないための介護予防や生活支援

の相談、配食や緊急通報などのサービスの手続きな

どを行っています。�

　介護保険のサービスを受けられる方には、介護保

険の手続きの相談、ケアプラン作成事業者の紹介や、

介護保険外のサービスの相談にも応じています。�

　また、介護用品の展示紹介も行っています。�

　市内には地域に5か所の在宅介護支援センターが

あり、緊急の場合にも対応できるよう、24時間の

体制をとっています。�

高齢者の在宅生活のお手伝い�

在宅介護支援センター�施設の紹介�

■問合せ　保健福祉部　介護高齢課　内線　5383
※地域の在宅介護支援センターの連絡業務を行っています。�

橋北 橋南 羽場 �
丸山 東野�

松尾 下久堅�
上久堅�

鼎 伊賀良 山本�

上郷 座光寺�

川路 竜丘 三穂�
千代 龍江�

アップルハイツ飯田�
在宅介護支援センター�

飯田市立病院�
在宅介護支援センター�

かなえ在宅介護支援センター�

上郷在宅介護支援センター�

かわじ在宅介護支援センター�

基幹在宅介護支援センター� 市役所介護高齢課�

担当地区� センター名� 電話番号�

そ
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ぼ�
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将来の夢�
小原　迪さん（伊賀良小6年）�

 環境アドバイザー連絡会�

　環境アドバイザー連絡会は、環境アドバイザーとしての資
質の向上と、お互いの意志の疎通を図ることを目的に、平成9
年から活動しています。�
　主な活動としては、環境アドバイザーが互いに講師となる
自主研修を開催しています。今年度は、この自主研修を市民
に公開しながら実施しています。また、連絡会の活動をより
活発にするため、環境に関する分野ごとに4つの分科会を設
置し、毎週金曜日に三連蔵でワークショップを開催したり、
環境に関する独自の調査などを実施しています。現在は、環

境学習に関するカリキュラム
づくりを行っています。みな
さんの活動に少しでもお役
に立てるよう、日々勉強に励
んでいます。是非環境アドバ
イザーをご利用ください。�

― 連絡先　林　武史　（25）7979

アフィニス夏の音楽祭を通じて�

　私が「アフィニス夏の音楽祭」に公
募により、企画委員として 参加させて
もらうようになって５年目となりまし
た。�
　仕事は広報担当で、いかに飯田市内
外の人に「音楽祭」を知ってもらって
足を運んでいただくか、という活動を
してきました。�
　その活動の１つに、各プロオーケス
トラから参加される受講生の方々を飯
田の皆さんに知ってもらえば音楽祭が
より身近なものになるのではないか、
という発想から、受講生へのインタビ
ューを新聞記事にしてもらいました。�
　そのインタビューでは、期間中、家
においてくるお子さんのことを心配し
たり、飯田のおそばを楽しみにしてい

てくださったりする姿がありました。�
　そんなちょっとした音楽家の皆さん
との対話や、アフィニス文化財団の
方々との触れあいが、私にとってのア
フィニスの楽しみでもあります。�
　一流のすばらしい音楽を楽しみなが
ら、その音楽を奏でている方々の素顔
をかいま見る時、より音楽が身近に感
じられ、感動が伝わってきます。�

アフィニス夏の音楽祭企画委員　筒井佳子 さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

たけ ふみ�はやし�

つつ　い�よし　こ　�

お ばら� みち�

歓迎レセプションで歌を披露する企画委員�
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り
�

▼
主
催
　
飯
田
市
�

▼
問
合
せ
　
動
物
園
�

　
1（
２
２
）
０
４
１
６
�

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ�

宝
く
じ
発
売�

爆
音
機
騒
音
の�

防
止
に
つ
い
て�

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
オ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は

全
国
の
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
市
で
は
平
成
１３
年
度
、
７

５
３
万
７
千
円
交
付
さ
れ
、
環

境
対
策
に
使
い
ま
し
た
。�

▼
発
売
日
�

　
９
月
２６
日
e
〜
１０
月
１１
日
f

　
売
り
切
れ
次
第
終
了
�

▼
抽
選
日
　
１０
月
１７
日
e
�

▼
賞
金
　
１
等　
１
億
５
千
万
円
�

　
２
等
　
１
千
万
円
ほ
か
�

※
市
内
各
宝
く
じ
売
り
場
で
お

　
求
め
く
だ
さ
い
�

▼
問
合
せ
�

　
財
政
課
　
内
線
２
２
３
２
�

　
ス
ズ
メ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
使

用
す
る
、
爆
音
機
へ
の
騒
音
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
使
用
に
当
た
っ
て
は
次
の
こ

と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。�

○
住
居
か
ら
２
百
メ
ー
ト
ル
未

　
満
の
位
置
で
は
使
用
し
な
い
。�

○
早
朝
及
び
夜
間
に
は
使
用
し

　
な
い
。�

　
ま
た
、
住
宅
が
近
く
に
あ
る

よ
う
な
場
所
で
は
、
防
鳥
網
を

使
用
す
る
な
ど
周
辺
へ
の
騒
音

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
農
政
課
　
生
産
振
興
係
�

　
内
線
３
５
１
８
�

「
県
民
手
帳
」
を�

あ
っ
せ
ん
し
ま
す�

就
業
構
造
基
本�

調
査
に
ご
協
力
を�

国
道
1
5
3
号
飯
田
北
部�

市
民
会
議
に
つ
い
て�

　
去
る
７
月
４
日
、
第
１
回
市

民
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
、
現
在
の
「
み
ち
」

の
問
題
点
や
、
守
り
た
い
も
の
、

提
案
し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。�

　
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　http//w
w
w
.city.iida.nagano.jp�

　
な
お
、
第
２
回
会
議
は
９
月

６
日
f
、
午
後
７
時
か
ら
飯
田

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
管
理
計
画
課
�

　
内
線
２
７
４
１
�

　
県
統
計
協
会
が
編
集
発
行
す

る
平
成
１５
年
度
版
「
県
民
手
帳
」

の
注
文
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　
市
町
村
別
の
人
口
・
世
帯
数

を
は
じ
め
と
す
る
主
要
統
計
や

祭
り
・
行
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ

た
携
帯
に
便
利
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
帳
で
す
。�

▼
価
格
　
４
０
０
円
�

▼
申
込
方
法
�

○
９
月
上
旬
に
申
込
書
を
組
合

　
回
覧
し
ま
す
。
購
入
希
望
の

　
方
は
各
組
長
さ
ん
経
由
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

　
方
や
事
業
所
で
購
入
さ
れ
る

　
場
合
は
、
情
報
統
計
係
ま
た

　
は
市
役
所
各
支
所
へ
直
接
代

　
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。�

▼
申
込
期
間
�

　
９
月
３
日
c
〜
１０
月
１
日
c
�

　（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）�

▼
受
付
時
間
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

▼
配
布
予
定
�

　
１１
月
中
旬
〜
下
旬
予
定
�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
�

　
情
報
統
計
係
�

　
内
線
２
２
４
３
�

　
１０
月
１
日
現
在
の
就
業
構
造

基
本
調
査
を
、
全
国
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
仕
事
の
環
境

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
得
ら
れ
た
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

雇
用
・
福
祉
政
策
な
ど
の
立
案

に
関
す
る
貴
重
な
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
し
ま
す
。�

　
１０
月
上
旬
に
か
け
て
、
調
査

員
が
ご
自
宅
（
指
定
地
域
）
を

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
�

　
情
報
統
計
係
�

　
内
線
２
２
４
３
�
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9月　2日b◆ 9日b

　◆17日c◆19日e

　◆24日c◆26日e�
　◆30日b　�

■問合せ�
　動物園�
22-0416

動物園の�
休園日�



　
現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、

平
成
１４
年
９
月
３０
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。�

　
新
し
い
保
険
証
は
、
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
９
月
下
旬
ま
で
に

に
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た

ら
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
古
い
保
険
証
は
、
破
る
、

焼
く
な
ど
各
自
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
�

　
内
線
５
５
２
３
�

飯
田
市
国
民
健
康
保
険
証
が�

変
わ
り
ま
す�

　
私
有
地
か
ら
道
路
へ
の
出
入

り
に
水
路
を
横
断
す
る
場
合
な

ど
に
は
、
占
用
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う

な
例
は
占
用
許
可
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。�

○
水
路
の
上
に
、
鉄
板
や
金
属

　
製
板
（
グ
リ
ッ
ト
状
）
な
ど

　
の
簡
易
な
も
の
で
ふ
た
を
し

　
て
い
る
�

○
側
溝
、
歩
道
な
ど
の
上
に
、

　
自
動
販
売
機
を
設
置
、
ま
た

　
は
乗
り
入
れ
の
た
め
の
台
な

　
ど
を
置
い
て
い
る
�

○
私
有
地
に
植
え
て
あ
る
立
木

　
が
、
道
路
上
に
は
み
出
し
て

　
し
ま
っ
て
い
る
�

　
ま
た
占
用
許
可
が
出
て
い
る

場
合
で
も
、
管
理
不
備
に
よ
る

事
故
が
起
き
た
時
に
は
、
占
用

者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
今
一

度
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
管
理
計
画
課
�

　
内
線
２
７
４
５
�

道
路
や
水
路
の�

不
法
な
使
用
に
つ
い
て�

　
飯
田
市
・
下
伊
那
郡
内
の
企

業
と
障
害
者
の
み
な
さ
ん
と
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
障
害
者
の
方
を
採
用
ま
た
は

検
討
可
能
な
事
業
主
さ
ん
、就

職
を
お
探
し
の
障
害
者
の
方
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。�

▼
日
時
�

　
９
月
１９
日
e
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
３
階
　
第
３
・
４
研
修
室
�

▼
問
合
せ
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
�

　（
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
）�

　
1（
２
４
）８
６
０
９
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）９
４
４
９
�

　
分
解
し
な
い
と
捨
て
ら
れ
な

い
家
庭
ご
み
の
処
理
方
法
を
、

説
明
し
な
が
ら
受
け
入
れ
ま
す
。�

▼
対
象
品
　
自
転
車
、ブ
ラ
ン

　
コ
、ベ
ッ
ド
な
ど
�

▼
説
明
会
日
時
�

　
９
月
１６
日
b
　
２３
日
b
�

　
１０
月
１４
日
b
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
�

　
イ
タ
チ
ガ
沢
最
終
処
分
場
�

▼
持
ち
物
　
工
具
類
�

▼
問
合
せ
�

　
イ
タ
チ
ガ
沢
最
終
処
分
場
�

　
1（
２
６
）７
５
１
５
�

障
害
者
ふ
れ
あ
い�

面
接
会
開
催�

分
解
を
必
要
と
す
る�

粗
大
ご
み
の
説
明
会�
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　会社や官公庁などに長期間お勤めの後退職され
た方で、次の条件にすべて当てはまる方は、医療費
の自己負担分が軽減されます。�
■条件�
　①飯田市の国民健康保険に加入していること�

　②「老人保健」の認定を受けていないこと�

　③厚生年金、共済年金などの公的年金の「老齢年金」

　　「退職年金」を受給していること（国民年金は除く）�

　④③の年金に20年以上又は、40歳以降10年以上

　　加入していること�
■軽減内容（医療機関の窓口で支払う自己負担額）�
　・退職者本人  3割→2割 （外来・入院とも）�
　・扶養家族　  3割→2割 （入院のみ）に軽減。�

■手続きの方法�

　○場所　市役所保健課または各支所�
　○持ち物　・国民健康保険証（うすむらさき）�
　　・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
　　  年金加入月数が確認できるもの）�
　　・年金証書がない場合は、年金裁定通知書�
　　・退職者本人又は扶養家族で、福祉医療を受け
　　 ているときはその受給者証�
■問合せ　保健課　国保係　内線５５２３�

このマークが入っています。�

※該当者へは、図の保険証（黄色）をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認してください。�

ご存知ですか 退職者医療制度�ご存知ですか 退職者医療制度�

　市では、電気使用量
の削減を目的として、
ノーネクタイ運動を実
施しています。ご理解
をお願いいたします。�

※平成15年4月から、3歳以上70歳未満の人の自己負担額は、　
本人・被扶養者ともすべて3割となります。�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

市
営
住
宅
入
居
者�

▼
入
居
者
の
資
格
�

　
次
の
条
件
を
満
た
す
方
�

○
現
に
同
居
し
、又
は
同
居
し
よ

　
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

　（
申
込
時
点
か
ら
３
か
月
以
内
�

　
に
結
婚
さ
れ
る
方
も
含
み
ま
す
。）�

○
収
入
が
飯
田
市
営
住
宅
等
管

　
理
条
例
に
規
定
す
る
基
準
以

　
内
で
あ
る
こ
と
。�

○
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

　
こ
と
。�

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
な
こ
と
。�

○
５０
歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害

　
者
で
障
害
の
程
度
が
１
級
か

　
ら
４
級
ま
で
の
方
は
単
身
で

　
も
入
居
で
き
ま
す
。�

▼
提
出
書
類
�

○
申
込
書
（
用
紙
は
建
築
課
）�

　
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

　
る
方
は
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

　
建
築
課
住
宅
係
へ
�

○
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

　
の
写
し
�

○
前
年
の
収
入
が
分
か
る
書
類

　（
所
得
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、

　
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）�

○
市
町
村
税
の
完
納
証
明
書
�

○
そ
の
他
の
事
実
を
証
明
す
る

　
書
類
�

▼
募
集
期
間
�

　
９
月
２
日
b
〜
１３
日
f
�

▼
選
考
　
９
月
１９
日
e
�

　
午
前
１０
時
　
市
役
所
３
階
大

　
会
議
室
で
公
開
抽
選
�

▼
そ
の
他
�

○
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

　
日
本
で
の
在
留
期
間
が
１
年

　
以
上
の
方
は
入
居
資
格
を
満

　
た
し
て
い
れ
ば
申
込
が
で
き

　
ま
す
。�

○
申
込
お
よ
び
抽
選
に
は
、
本

　
人
か
代
理
人
の
方
が
来
庁
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
建
築
課
　
住
宅
係
�

　
内
線
２
７
５
３
�

ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
の�

絵
と
写
真�

　
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
一
般
国
道
１

５
３
号
飯
田
バ
イ
パ
ス
が
全
線

４
車
線
で
開
通
し
ま
す
。
国
土

交
通
省
飯
田
国
道
事
務
所
で
は
、

ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
が
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
道
と
し
て

愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
絵

と
写
真
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
絵
の
部
�

○
応
募
資
格
　
中
学
生
以
下
�

○
応
募
規
定
�

・
テ
ー
マ
�

　
ぼ
く
と
わ
た
し
の
ア
ッ
プ
ル

　
ロ
ー
ド
（
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
へ
の

　
夢
を
絵
に
し
て
く
だ
さ
い
）�

・
画
材
　
色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、

　
水
彩
え
の
ぐ
�

・
サ
イ
ズ
　
８
つ
切
り
画
用
紙

　（
２７
×
３８
b
）�

・
作
品
の
裏
に
題
名
、
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

　
学
年
を
記
入
�

▼
写
真
の
部
�

○
応
募
資
格
　
一
般
�

○
応
募
規
定
�

・
テ
ー
マ
�

　
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
の
景
色
�

・
サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー
４
つ
切
り
�

・
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
を
添
付
�

▼
応
募
締
切
　
１０
月
２０
日
a
�

※
作
品
は
今
後
予
定
さ
れ
る
開

　
通
式
に
併
せ
て
、
市
内
で
展

　
示
す
る
予
定
で
す
。
全
員
に

　
参
加
賞
、
優
秀
作
品
に
は
記

　
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
国
土
交
通
省
飯
田
国
道
事
務

　
所
総
務
課
�

　
〒
３
９
９
―
０
０
２
４
�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
３
５
０
�

　
1（
５
３
）
７
２
０
０
�

扶養親族�
一般階層�
裁量階層�

0人�
3，675，000�
4，695，000

1人�
4，151，000�
5，171，000

2人�
4，627，000�
5，647，000

3人�
5，103，000�
6，123，000

4人�
5，575，000�
6，595，000

0人�
2，603，000�
3，311，000

1人�
3，151，000�
3，823，000

2人�
3，683，000�
4，295，000

3人�
4，155，000�
4，771，000

4人�
4，631，000�
5，247，000

0人�
�
�

1人�
4，151，000�
9，768，000

　2人�
4，627，000�
10，181，000

　3人�
5，103，000�
10，581，000

　4人�
5，575，000�
10，981，000

扶養親族�
一般階層�
裁量階層�

扶養親族�
収入下限
収入上限�

総
収
入�

総
収
入�

総
収
入�

※扶養親族数は、本人を除いた人数です。�
※裁量階層とは、入居者全員が50歳以上の世帯や入居者の中に1級から4級の障害者がいる世帯
　などをさします。�

■１号市営（平成１３年中の給与収入）�

■2号市営（平成１３年中の給与収入）�

■3号市営（平成１３年中の給与収入）�

（円）�

（円）�

（円）�

（参考）収入の基準�

北の原市営住宅�

三尋石市営住宅�

二ツ山市営住宅�
平林市営住宅�
大堤市営住宅�
長野原市営住宅�
飯沼市営住宅�
黒田市営住宅�

西の原市営住宅�

三尋石市営住宅�

松 尾 �

大瀬木�

山 本 �
鼎切石�
座光寺�
時 又 �
上郷飯沼�
上郷黒田�

大 休 �

大瀬木�

17，500円～42,800円�
区分� 団　地　名� 所在地� 家　　　賃� 間取り� 備考�浴槽�募集�戸数�

20，100円～52，700円�

2，500円～22,100円�
22，000円～48,300円�
5，100円～28,200円�
13，300円～36,000円�
12，000円～36,100円�
17,700円～40,700円�

10，100円～27,600円�

44，600円～72，300円�

3ＤＫ�

2ＬＤＫ～3ＬＤＫ�

2Ｋ～4Ｋ�
3ＤＫ�
2Ｋ～3Ｋ�
3ＤＫ�
3ＤＫ�
3ＤＫ�

3Ｋ�

2ＬＤＫ～3ＬＤＫ�

有�

有�

無�
有�
無�
無�
有�
有�

無�

有�オール�
電化�

オール�
電化�

平
成
１5
年
2
月
末
ま
で
に
空
家
と
な
る
戸
数�

１
　
号
　
市
　
営
�

2 号�
市営�
3 号�
市営�

■募集する市営住宅�

※家賃は、入居する方の収入によって決定します。�
※オール電化住宅は、ガス器具が使用できません。給湯設備は設置されていますが、電
　気調理器（電気コンロ等）は入居する方の負担で設置することになります。�
※浴槽なしの住宅は、入居する方の負担で浴槽、風呂釜を設置することになります。�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

採用職種・給与・受験資格・試験方法など�

市
営
霊
園
使
用
者�

飯
田
市
職
員�

長
野
県
住
宅
公
社
の�

宅
地
分
譲�

▼
募
集
す
る
霊
園
�

���������������▼
応
募
資
格
�

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、

　
又
は
本
籍
を
有
す
る
方
。
現

　
在
お
骨
を
保
有
し
て
い
る
が
、

　
お
墓
が
な
く
お
困
り
の
方
を

　
優
先
と
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
　
環
境
保
全
課
に

　
あ
る
申
込
書
に
住
民
票
（
本

　
籍
入
り
）
１
通
を
添
付
し
て

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間
�

　
９
月
２
日
b
〜
１０
月
８
日
c
�

▼
抽
選
日
　
１０
月
２２
日
c
�

▼
そ
の
他
�

・
当
選
さ
れ
た
方
は
、２
年
以
内

　
に
墓
石
を
建
て
る
か
、納
骨
す

　
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。�

・
お
骨
を
保
有
し
て
い
る
方
が

　
定
数
に
満
た
な
い
場
合
、
一

　
般
の
方
も
応
募
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
２
４
１
�

　
公
社
で
は
平
成
１４
年
度
宅
地

分
譲
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
大
堤
団
地
�

○
区
画
数
　
９
�

○
面
積
　
区
画
平
均
３
０
６
g
�

○
価
格
�

　
８
８
１
〜
１
、
０
１
２
万
円
�

▼
募
集
期
間
　
随
時
受
付
�

▼
分
譲
方
法
�

　
公
的
事
業
主
体
が
造
成
し
た

　
住
宅
地
で
、
代
金
決
済
後
所

　
有
権
移
転
登
記
し
ま
す
。
返

　
済
計
画
に
合
わ
せ
た
住
宅
建

　
設
が
可
能
で
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
�

　
分
譲
課
�

　
1
０
２
６（
２
２
７
）４
３
２
２
�

　
平
成
１５
年
４
月
１
日
採
用
の

飯
田
市
職
員
（
看
護
職
）
を
追

加
募
集
し
ま
す
。�

　（
詳
細
は
下
表
）�

▼
受
験
手
続
�

○
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法
�

　
総
務
部
人
事
課
及
び
各
支
所

　
で
配
布
。�

　
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
の
区
分
と

　
宛
先
明
記
・
角
形
２
号
）
を

　
同
封
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
請
求
先
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
総
務
部
�

　
人
事
課
ま
で
�

○
申
込
方
法
�

　
受
験
申
込
書
と
、
８０
円
切
手

　
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
試

　
験
区
分
と
宛
先
明
記
・
定
型
）

　
を
添
付
し
て
、
人
事
課
へ
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
郵
送
で
申
込
す
る
場
合
も
同

　
じ
で
す
。�

○
受
付
期
限
�

　
９
月
２７
日
f
�

○
受
付
時
間
�

　
平
日
午
前
８
時
３０
分
〜
�

　
午
後
５
時
１５
分
�

　
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
２７
日

　
f
の
消
印
ま
で
有
効
。�

※
給
与
は
平
成
１４
年
４
月
１
日

　
現
在
の
額
で
す
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
１
次
試
験
合
格
者
の
発
表
�

　
１１
月
上
旬
に
直
接
通
知
し
ま

　
す
。�

▼
問
合
せ
　
人
事
課
�

　
内
線
２
１
３
１
�

�

卍開善寺�
市役所�
川路支所�

上川路�
Ｒ151

ＪＲ飯田線�かわじ�

かわらんべ�

天竜川�

駐車場�

完成記念式典開催�

国土交通省�
長野県�
飯田市�
中部電力株式会社� ■問合せ　治水対策部　内線2811

式典会場�

天竜川上流部川路・龍江・竜丘地区�
治水対策事業�

桐林墓地公園�

桐林墓地公園�

柏 原 霊 園 �

桐林2254-2�

桐林2254-2�

上郷黒田6829

25�

2�

2

434,000円�

302,000円�

550,000円�

若干人�

看護師、助産師、保健師のい

ずれかの免許取得者�

（来春までに免許取得見込

みの者を含む）�

※受験できる者の年齢を5歳引き上げました。�

※平成14年7月21日（日）に実施した看護職採用試験を受験された方は、受験できません。�

昭和44年4月2日以

降の出生者（平成14

年4月1日現在32歳

までの者）�

平成15年�

4月1日�

207,000円�

（大学卒）�

200,900円�

（短大3卒）�

4.70月�

他手当�

教養試験�

教養検査�

性格検査�

作文試験�

平成14年�

10月20日（日）�
看護職�

試 験 �
区 分 �

採用予
定人数�

資格及び免許� 年　齢　等� 採用予定日�
給　　与�

初任給（基準）� 手当�
第1次試験方法� 第1次試験日�
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第
２１
期
文
章
講
座�

　
飯
田
市
立
図
書
館
で
は
、
日

常
生
活
に
役
立
つ
文
章
づ
く
り

の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ
く
講

座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
期
間
・
開
催
日
�

　
１０
月
か
ら
１
年
間
（
１２
回
）�

　
月
１
回
　
日
曜
日
�

　
午
前
１０
時
か
ら
約
２
時
間
�

　
第
１
回
目
の
日
程
は
申
込
者

　
に
通
知
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
上
郷
図
書
館
�

▼
講
師
　
清
水
貫
司
先
生
�

　（
元
旭
ヶ
丘
中
学
校
校
長
）�

▼
受
講
料
　
年
８
、
０
０
０
円
�

※
人
数
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ

　
り
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
　
１０
月
１
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）
２
５
５
１
�

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
教
室�

　
初
歩
か
ら
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
入
門
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
�

　
点
訳
に
関
心
の
あ
る
方
�

▼
日
時
�

　
９
月
２６
日
e
�

　
１０
月
４
日
f
、
１１
日
f
、
１７

　
日
e
、
２４
日
e
、
３１
日
e
�

　
１１
月
８
日
f
、
１４
日
e
、
２１

　
日
e
、
２８
日
e（
全
１０
講
座
）�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
　

　（
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
）�

▼
参
加
費
　
６
５
０
円
�

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
９
月
１９
日
e
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
２
　
　�

▼
対
象
�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
お
お

　
む
ね
３０
歳
ま
で
の
方
�

▼
費
用
�

○
受
講
料
�

　
１
、
３
０
０
円
�

○
利
用
者
登
録
料
（
年
１
回
）�

　
１
、
５
０
０
円
�

○
各
講
座
の
運
営
費
�

▼
特
典
�

　
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
場
の
特
別
割
引
あ
り
�

▼
申
込
方
法
�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
・
土
曜
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
�

○
日
曜
日
・
祝
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
�

▼
受
付
開
始
�

　
９
月
２
日
b
か
ら
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　（
松
尾
明
）�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

後
期
教
養
講
座�

に
電
話
し
ま
す
。�

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。�

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
4
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。�

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。�

1市役所への電話の掛け方� 2

1

5
1

4
2
2

1

5
1

4
2

エアロビクス

バドミントン�

手作りお菓子�

パ ソ コ ン �

華 道 �

ゴ ル フ �

料 理 �

ヒップホップ�

月�

月�

月�

水�

水�

木�

木�

金�

飯田市体協バドミントン部�
吉川　　豊　先生�
佐々木智康　先生�

フリーダムネットワーク�
インストラクター�
松澤由美子　先生�

空手指導員�
伊坪　和子　先生�

飯田コンピュータ�
専門学校�
伊藤康彦　先生�
華道家元�
池坊教授�
小松久美子　先生�

管理栄養士�
後藤よね子　先生�

インストラクター�
甕　千春　先生�

グリーンインター所属�
インストラクター�
佐々木富晴　先生�

心と体をワクワクさせよう。音楽に合わせて
体を動かせば、体内の血流がよくなり心身共
に元気になります。　10回�

水鳥のシャトルで練習します。初心者と経験
者コースに分けて練習します。サークルの方
も更に技を磨こう。　10回�

手作りお菓子は作る人の気持ちが伝わり、お
いしく心に残ります。専門家が作るコツを教
えてくれます。　7回�

最新のWindowsXPとOfficeXPで文章作成、
表計算、インターネット利用のIT基礎を学び
ます。（協力　飯田コンピュータ専門学校）10回�
花のある生活を求めて、基本から始めて、美
的センスを磨きます。盛り花・自由花など楽
しく花を生けましょう。　10回�

実技指導を中心に初心者でも楽しくでき、技
術が習得できます。�
（協力：飯田ゴルフセンター）　10回�
身近な材料を使って、楽しい家庭料理の作り
方を身につけます。すぐに役立ち評判です。
男性も大歓迎です。　10回�
今、若者に人気のある踊りです。音楽にのっ
て楽しく踊って気分をリフレッシュさせましょ
う。　10回�

10月7日�
～�

1月6日�

19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00

19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：00�
～�

21 : 00
19：00�
～�
21 :30

19：00�
～�
21 :30

19：30�
～�

21 : 00

10月21日�
～�

1月20日�
10月28日�
～�

12月16日�
10月2日�
～�

12月4日�
10月16日�
～�

12月18日�
10月3日�
～�

12月5日�
10月10日�
～�

12月12日�
10月4日�
～�

12月6日�

30�

30�

12�

20�

15�

20�

16�

18

1,500円�

2,500円�

8,000円�

6,000円�

�

�

�

1,500円�

10,000円�
（お花代含む）�

8,000円�
（ボール代含む）�

8,000円�
（材料費含む）�

講　座　名� 曜日� 内　　　　　　容� 期　間� 時間� 定員� 運営費�講　　　師�

勤労青少年ホーム後期教養講座�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

9月25日（水）�

19：00～�

10月8日（火）�

19：00～�

10月23日（水）�

19：00～�

11月5日（火）�

19：00～�

11月20日（水）�

19：00～�

2月26日（水）�

19：00～�

�

3月8日（土）�

終　日�

�

3月19日（水）�

19：00～�

～伊那谷の自然と文化⑱～�

■問合せ　飯田市公民館　1（22）1132

◆会　　場　飯田市公民館�

◆受 講 料　700円（資料代）但し研修旅行費は別途�

◆申込期限　9月20日（金）まで�

◆申込方法　電話・ＦＡＸ・Ｅメールにて、飯田市公民館まで

　　　　　　お申し込みください。�

　　　　　　1（22）1132　ＦＡＸ（22）1022�
　　　　　　Ｅメール　ic1267@city.iida.nagano.jp

　飯田市公民館では、郷土の人を知り、歴史を学ぶことを目的に、

市民大学講座を開講いたします。�

　大勢の皆さんの申込をお待ちしています。�

飯伊の学習風土のルーツを探る�

　～寺子屋を中心に�

菱田春草と朦朧体�

　～「菊慈童」を中心に�

蘭を訪ねて世界を歩く�

�

国名勝天竜峡の文化誌を学ぶ�

�

満豪開拓の歴史から�

　～平和について考える�

アジア漫遊記�

　～私を変える異文化との出会い�

�

�

�

�

昆虫に学ぶ地域環境の変貌�

高森町歴史民俗資料館�

館長　　林　登美人　氏�

飯田市美術博物館�

学芸員　小島　　淳　氏�

蘭研究者�

　　　　唐沢　耕司　氏�

飯田文化財の会�

会長　　今村　真直　氏�

飯伊日中友好協会女性委員会�

委員長　中島　多鶴　氏�

旅行家�

　　　　原田　充朗　氏�

�

�

�

�

飯田市美術博物館�

学芸員　四方圭一郎　氏�

（研修旅行）�

受講生の皆さんにアンケートを記入いただき、行き先を決めます。�

原田泰治美術館を中心とした諏訪地方、名古屋の徳川美術館・ボス

トン美術館などを候補地として考えています。�

1�

�

2�

�

3�

�

4�

�

5�

�

6�

�

�

7�

�

�

8

回　 日　　時　　　　 　 内　　　容　　　　　　　  講　　　師�



広報�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

◆はままつ夢づくりフェスタ　浜松市商工課  053(457)2285 ◆浜北万葉まつり　浜北市生涯学習課 053(586)6201�

◆浜松・浜名湖鰻ぷくまつり　浜松市観光コンベンション課  053(457)2295   ホームページ  http://www.hamacon.net
問合せ�

う
な
ぎ
の
浜
松
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、「
浜
松
・
浜
名

湖
鰻
ぷ
く
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。「
う
な
ぎ
で
元
気 

食
べ
歩
き
ラ
リ
ー
」
は
10
月
19

日
ま
で
の
期
間
中
に
、
ラ
リ
ー

参
加
45
店
で
食
事
ま
た
は
蒲
焼

き
を
購
入
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
て
応
募
す
る
と
、
抽
せ
ん
で

す
て
き
な
商
品
が
当
た
り
ま
す
。�

ま
た
、
は
ま
ま
つ
夢
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
で
も「
浜
松
ウ
ナ
ギ
ア

ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
2
0
0
2
」と

い
う
、う
な
ぎ
尽
く
し
の
お
い
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
食
べ
歩
き
ラ
リ
ー
な

ど
鰻
ぷ
く
祭
り
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

「
は
ま
ま
つ
夢
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

浜
松
ま
つ
り
に
次
ぐ
大
規
模
な
秋
祭
り
。

オ
ー
ト
バ
イ
パ
レ
ー
ド
や
吹
奏
楽
・
サ

ン
バ
パ
レ
ー
ド
な
ど
浜
松
ら
し
さ
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
世
界
中

を
熱
狂
さ
せ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
思
わ
せ
る
ち
び
っ
子
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
も
、
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い

な
し
。
5
日
の
夜
に
は
、
音
楽
と
花
火

に
よ
る
花
火
シ
ョ
ー
が
中
心
街
の
夜
空

を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご

一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

浜
北
万
葉
の
森
公
園
で
は
万
葉
人
が

催
し
た
曲
水
の
宴
を
古
式
ゆ
か
し
く
再

現
し
た
「
浜
北
万
葉
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
ま
す
。
万
葉
歌
の
朗
唱
会
、
古
代
米

や
古
代
チ
ー
ズ
な
ど
万
葉
食
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
、
万
葉
草
木
染
め
、
万
葉
植
物

を
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
し
お

り
に
で
き
る

押
し
花
体
験

な
ど
も
あ
り
、

万
葉
人
に
な

っ
た
か
の
よ

う
な
雰
囲
気

を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま

す
。�

遠
州�

本田　武司�

横前　　穣�

正木　俊雄�

宮澤　俊子�

中村　　豊�

下井　一昭�

岡田　　肇�

篠田　　治�

熊谷　光廣�

久保田則夫�

小木曽忠夫�

矢澤　幸平�

関島　勝明�

関口　　豊�

伊藤　公平�

本村　佳久�

竹村　　倫�

倉田　良晴�

2 3 - 0 6 6 9�

2 2 - 5 9 9 5�

2 4 -1 9 5 1�

2 3 - 4 8 6 4�

2 3 - 4 6 7 9�

2 2 - 2 4 6 8�

2 4 -7 6 1 8�

2 2 - 6 8 0 7�

2 5 - 6 1 6 4�

2 5 - 6 3 4 7�

2 5 -7 0 7 4�

2 5 - 2 8 1 7�

2 3 - 0 1 0 1�

2 2 -7 6 5 2�

2 2 - 2 9 2 3�

2 5 - 6 3 0 7�

2 5 - 2 5 1 8�

2 5 - 2 1 6 2

橋北、橋南、羽場、丸山、東野�

1、5区�

2～4区�

座光寺全域�

下黒田�

南条、別府上、別府下�

飯沼南、飯沼北、飯沼丹保�

上黒田�

北方�

中村�

大瀬木�

三日市場、上・下殿岡�

一色、名古熊、東・西鼎、下山�

中平、切石、上山、上・下茶屋�

鼎全域�

久米、竹佐、箱川�

東・北平、大明神�

南平、湯川、中・西平�

村松　喜章�

久保田富雄�

代田　剛嗣�

今 村 勝 則 �

矢澤　芳文�

林　　秀政�

熊谷伊久夫�

関島　友弘�

中村　　隆�

小杉山辰夫�

中 山 將 英 �

大 平 俊 光 �

林　　邦久�

市瀬　鎭夫�

太田いく子�

吉澤　精一�

林　　敏男�

木下　昭一�

2 7 - 2 0 5 3�

2 7 - 3 9 9 8�

2 4 - 6 5 4 4�

2 3 - 4 8 2 1�

2 2 - 6 7 1 9�

2 6 - 8 5 4 1�

2 6 - 8 0 4 3�

2 7 - 3 6 6 6�

2 9 - 8 7 3 0�

2 9 -7 3 9 4�

2 9 -7 3 7 2�

2 9 -7 2 1 3�

5 9 - 2 7 0 4�

5 9 - 2 5 1 8�

5 9 - 2 6 1 6�

2 6 - 8 5 5 1�

2 7 - 3 3 9 1�

2 7 - 3 1 0 0

立石、下瀬�

伊豆木�

松尾全域�

松尾全域�

松尾全域�

上川路、時又、桐林�

駄科、長野原�

川路全域�

虎岩、下虎岩�

�

�

�

千栄�

千代�

千代全域�

1、2区�

3、4区�

龍江全域�

旧 市 �
三 穂 �

松 尾 �

竜 丘 �

川 路 �

下久堅�

上久堅�

千 代 �

龍 江 �

座光寺�

上 郷 �

伊賀良�

鼎�

山 本 �

地 域 �氏 名 �電話番号� 担 当 区 域 � 地 域 �氏 名 �電話番号� 担 当 区 域 �

知久平、南原、小林、�
稲葉、柿野沢�

大鹿、堂平、小野子、�
落倉、平栗、蛇沼�

中宮、上・下平、原平�
風張、越久保、森�

飯田市農業委員の皆さんです�
◎会長　関島勝明　○会長職務代理　中村　豊� （任期3年）�
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女
性
の
た
め
の�

人
権
相
談
所�

　
飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

お
よ
び
長
野
地
方
法
務
局
で
は
、

女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
１０
日
c
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
�

▼
相
談
員
　
須
田
知
世
子
氏
�

　
北
沢
美
枝
氏
　
関
島
三
鈴
氏
�

　
後
藤
好
子
氏
　
伊
藤
悦
子
氏
�

　
松
下
美
保
氏
　
大
澤
則
子
氏
�

▼
問
合
せ
�

　
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局
�

　
1（
２
２
）
０
０
１
４
�

無
料
登
記
法
律
相
談�

　
司
法
書
士
会
飯
田
支
部
お
よ

び
土
地
家
屋
調
査
士
会
飯
田
支

部
で
は
、
無
料
登
記
法
律
相
談

所
を
開
き
ま
す
。
相
続
、
売
買
、

金
銭
の
賃
借
、
保
証
、
等
で
お

困
り
の
方
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。�

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
２１
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
３
時
�

▼
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
問
合
せ
�

　
司
法
書
士
会
飯
田
支
部
�

　
1（
５
３
）
３
０
６
８
�

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

移
動
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
２７
日
f
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２
階
�

▼
相
談
員
　
弁
護
士
�

▼
申
込
�

　
予
約
制
で
す
。
希
望
の
方
は

　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
社
会
福
祉
協
議
会
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
０
�

移
動
法
律
相
談�

�
9月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税�
（9月分）�

�

9月30日（月）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
９月６日（金）�
９月２０日（金）�
１３：３０～１５：３０�
９月１３日（金）�
１３:００～１７:００�

９月８日（日）�
９月１８日（水）�
９月２８日（土）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
９月１０日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

９月１０日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
９月１１日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画

市 役 所 本 庁 �

９月１７日（火）�
１３：３０～１６：３０�
９月２０日（金）�
１０：００～１５：００�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

税 務 課 �
内線  ５１４１�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

講習会場　　飯田コンピュータ専門学校�

雇用・能力開発機構長野センター委託「パソコン�
操作習得（短期）コース」の受講生を募集します�

対 象 者   　就職活動をされている方�

定　　員　　申込順　20人�

飯田コンピュータ専門学校�申 込 先 �
問 合 せ � （22）5111

コース　　　　　　　　　　開　講　日　時�
パソコン入門　　　　　　　　９：00～12：00�
　 9月17日C・18日D・19日E�
　　　20日F・24日C・25日D�
ワープロソフト活用　　　　　９：00～12：00�
　 9月26日E・27日F・30日B�
　10月 1日C・ 2日D・ 3日E�
表計算ソフト活用　　　　　　９：00～12：00�
　10月 4日F・ 8日C・ 9日D�
　　　11日F・15日C・16日D

受 講 料 　  無　料（テキスト代別）�



大人のための人形劇ＰＡＲＴ  Ⅴ�
ＩＴＯプロジェクト「伏魔殿トラウマ退治」�
大人のための人形劇ＰＡＲＴ  Ⅴ�

ＩＴＯプロジェクト「伏魔殿トラウマ退治」�

劇場版フルバージョン上演決定！�劇場版フルバージョン上演決定！�

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

いいだ人形劇フェスタ2002　関西ナイトフィーバー
で一場面だけ上演された「伏魔殿トラウマ退治」の
全編が上演されます。糸操り人形劇団みのむし、人
形劇団ココンなど関西を代表する糸操り人形劇団の共
同制作人形劇です。�

知久平城跡�
（ちくだいらじょうせき）�

下久堅知久平801-2他3筆　飯田市指定文化財（史跡）�
中世から近世にかけて竜東一円を統治した�
知久氏の居城で、築城から廃城までの�
経過がわかる、典型的な平山城です。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 9月17日・24日・30日・10月7日�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）　※（ ）内は20人以上の団体�

「須山計一」�

展示期間�

仲道郁代　ピアノ・リサイタル�仲道郁代　ピアノ・リサイタル�

コンサート ア・ラ・カルト VOL.13 VOL.13「秋の秋の彩」�コンサート ア・ラ・カルト VOL.13「秋の彩」�

第８回萩元晴彦回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田飯田�第８回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田�

9月14日（土）～10月14日（月）

－人と山河をみつめて－�〈特別展〉�

10月6日　　開演15：00　飯田人形劇場�

9月13日　　開場18:30  開演19:00�
飯田文化会館ホール�

9月22日　　開場13:30  開演14:00�
飯田人形劇場�

「上海クァルテット」10月18日　　�
開場18:00  開演18:30　飯田文化会館ホール�

チケット　　飯田文化会館他で発売中�
　　　　　　S席:3,500円　A席一般:2,500円�
　　　　　　A席高校生以下:1,000円�

チケット　　飯田文化会館他で発売中�
　　　　　　500円（全席自由、小学生以上）�

プログラム　ベートーヴェン/弦楽4重奏曲第8番�
　　　　　　ホ短調「ラズモフスキー第2番」他�
チケット　　飯田文化会館他で発売中（全席指定）�
　　S席:3,500円  A席一般:3,000円  A席高校生以下:1,500円�

　須山計一は、明治38年(1905)に鼎一色に生まれた作家で
す。彼は大正14年(1925)から東京美術学校（現東京芸大）
にて油彩画を学びましたが、この当時から隆盛をみせていたプロ
レタリア芸術運動に深く傾倒し、漫画家として啓蒙宣伝活動に
従事しました。しかし昭和初期の軍事体制下では官憲の弾圧が
厳しく、彼も転向を強いられて洋画家へと転身します。以降は一
水会、日本美術会などを主な舞台として制作活動を続け、風景
画家としての第二の画歴をあゆみました。�
　本展では彼の作品を、初期作品・漫画作品・転向後の作
品・戦後の作品と、四つのコーナーに
分けて陳列し、彼の画業の変遷を紹介
します。�
〈特別講演会〉�
　日時　9月22日（日）　午後1時30分から�
　場所　美術博物館2階講堂�
　演題　「須山計一と漫画」�
　講師　清水勲先生（帝京平成大学教授）�

須山計一「北信残秋」昭和20年（1945）本館蔵�

す　　やま　　けい　　いち�


